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~9月は奈良市の福祉月間。お年寄りを大切にしましよう

2月"日

閉 じみAだより岬蝉権問していn.
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.9月1日は防JROJ日

あなたならどうする
~もしもの地震対策~
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スポツの秋恒例の『市民スポ ツのつどいJです.
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手ームの岬1:2 ;トム跡、".

〈混合 ダ ブ ル ス 〈叩}>路子胤駄のぺγであ
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ある人IU~. してください)

〈鴻ノ遺書・上健銀喝〈温色遣鹿町}> と麿 9 Jl18日制午

前9時-!I:'f-ジョギング午後 2時~‘時ージ.-4':.-

グ .段級胃 (慌てiきの検曹Uで4・.ぜん)

通帳肉凋敏 uとも7綬撃のクラプ梧動での使ßII~で易ませ

んまた削船ι.-A副総会必ず棚Lてば

さい図問い合わせは'1'央体狗飴(包② 15 0 J)へ.
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-市民スポツのつどい

10月10日は
市民スポーツのつどい

1.軽スポーツと(鴻J腫 上鶴岡

スポーツテスト
気僚に棄しめH.ち日直後会場ヘー

くグラム.，ゴルフ〉ゴルフをずレ";; II主スポーソで

ホールインするまでの打散含鈍い奮す. ，チーム1;12-

6人.

くタ -'J' ~ ~"一同日〉棚付Hー叫ゴルフク

ラプで打つ Eニゴルァです.何人でも.加でき.す.

〈ベタンク>1I楓の球に金偏観のボール.慢げ合い よ

り近づ'"己とによ η得点..'玄す. "ーム 11.Z-

6ん
〈スポーツテス砂〉劇 怖力 ジグ ザグ ドげ 叫

どで体力を献し.す.

明開始 午前1臥附止.

2.ジョギンタ
(鴻ノ泡陸上餓筏場ジョギングミス)

マイペースでよLりましd.ヨ-;<1:3畑、..... 

加r.lt当日自修会崎、.

崎 健闘姶 叩 1崎小耐 行.

3.オリエンテーリング
(鴻ノ池涼窃閉スタ ト)

鴻ノ油.舗前.ス'ート l.'f'-峨白勝種嵐院まで婚制

上に""されfでんー砂にしたがL術ll.:された4ストを願.

に頑過L、その所要旬開会餓います.上級、中級 初級

の 3"-~で 初ur.も気陸に・8固で，ます。コンバ叉

"貸し出Lますか制子 夕方ル#;f<-'"ぺ〆を拘撃

してu，/!い.

巾し込みには経厳の4期金記入のζ と.当 u.~肺克

明後開始 、前附小耐fI.

4.バレーボール
〈ー.0). (-;1民高署車中体..l>

I!.:>I:枠組制で既婚の叫fr: 11.25""') /:0)酬

と明性で‘峰されたすPム〈切性，-J人常時出場1.
仲 間附40WU;;t-"l T::It哨戒されたチームで，

S嗣ぐ抑制3人川λ

〈小司群生生の・ (ニ名<f'~..) >

1時 2-1-".で.. 人 醐 肌

〈ミニソフトバレーん同"'ニ名小体育館1>

， I肌山町

小学 3• 4 I刊の 1チーム，-，ん

刊 醐徳一午前1同←般lJ.iO'n')

5.卓球(中央第二体育館)

..に.加して付4さい.ヲ当 IHi加も4

〈小司群生の.>プロヲタリ ーグと トーナメ y ト.

くダブルスの.>どん匂ぺ?でも.加で..す.(高般

の ...貝.除()ペ トナ のいない人It~[!会場で

Mつげて書加叫

くラージポール大会>mル針や;1'10111.'1'のため 川 いヒ

J球団-"酬です〔闘の岬制時くJ.

v・後開始 午前w・b
6.ゲートボー}~{渇ノ珊問臨調)

1チーム， -，人で.祖】してください.拭台h倍".
加+ ム敏によ勺て決記.

..後開始 与前哨雨天"ι

7.柔 道 ・ 剣 道 ・ な ぎ な た

(中央・中央集二武道場。佐保小体育館)

タラプ凶体ごとにゆし込んでください. '~1$'1. た"

当日a後会場へ.

時 間倫 明醐

8.弓 道(鴻ノ迎弓道 場)

初めてでも気笹に闘してく行きい.，F;U 嶋崎

場Lます.当日前?を会織へ.

時 間嶋 ，嗣j(Wi小耐".

9.ソフトボール
(割白木平協第一平崎第二餓授渇)

成人男子旗人"，何 嵐臨しPヒチーム. ，←ι"人

以内で 2闘叫!ます〈肘酬は認め 111"，).

司噌 彼開始 付朝8，~.制tfl.O' !'Jt.

10.ミニサッカー
(二名中・烹重奏ケ丘小遣E場)

小予5毎 日T常 1"'4.で H ーフ少帆 柑

畑町内"どの叫廿叶ーをしているチーん中

学の動目UIfi僚会梢へ..1φ4の稲 川 し込制必.. 

..後開始 q断1崎 4鳴もた行
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i
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